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１　

台
風
９
号
に
よ
る
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事

　
　

業
の
査
定
結
果
に
つ
い
て

　

11
月
14
日
か
ら
18
日
ま
で
、
国
土
交
通
省
北
海

道
開
発
局
と
財
務
省
北
海
道
財
務
局
立
ち
会
い
の

も
と
、
河
川
災
害
申
請
箇
所
数
28
箇
所
で
申
請
額

３
億
７
８
１
万
１
千
円
、
道
路
災
害
申
請
箇
所
数
10

箇
所
で
申
請
額
１
億
２
７
３
万
８
千
円
、
合
計
38
箇

所
で
申
請
額
４
億
１
０
５
４
万
９
千
円
の
査
定
を
終

え
て
お
り
、
決
定
額
は
４
億
４
８
６
万
４
千
円
で
査

定
率
は
98
・
62
％
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

復
旧
工
事
は
、
年
度
内
完
成
、
あ
る
い
は
繰
越
明

許
費
な
ど
に
よ
り
、
早
期
完
成
を
目
指
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
道
路
通
行
不
能
区
間
は
繰
越
明
許

費
に
よ
り
来
年
３
月
上
旬
に
発
注
を
予
定
し
、
７
月

頃
を
目
途
に
開
通
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
今
し
ば
ら
く
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

２　

台
風
10
号
に
よ
る
流
木
処
理
に
つ
い
て

　

北
海
道
太
平
洋
側
を
台
風
10
号
が
通
過
し
た
こ
と

に
よ
り
、
本
町
地
区
海
岸
に
は
高
波
が
間
断
な
く
押

し
寄
せ
、
防
波
堤
を
乗
り
越
え
た
高
波
が
多
く
の
流

木
を
打
ち
上
げ
る
流
木
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

打
ち
上
げ
ら
れ
た
流
木
は
、
台
風
の
再
来
に
よ
る

さ
ら
な
る
押
し
上
げ
被
害
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
台
風
通
過
後
、
集
積
作
業
を
即
座
に
実
施
し
、

９
月
３
日
に
作
業
を
終
え
て
お
り
ま
す
。

　

打
ち
上
げ
ら
れ
た
流
木
の
総
量
は
、
10
ｔ
ト
ラ
ッ

ク
20
台
分
に
及
び
、
海
岸
取
付
け
道
路
東
端
の
町
有

地
内
に
一
時
仮
置
き
を
し
た
後
、
流
木
な
ど
の
回
収

処
理
を
行
な
う
、
ひ
だ
か
南
森
林
組
合
の
協
力
に
よ

り
、
流
木
の
一
部
回
収
処
理
を
10
月
４
日
か
ら
13
日

ま
で
行
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
森
林
組
合
に
よ
る
回
収
が
不
能
で
あ
っ
た
流
木

に
つ
い
て
は
、
町
内
回
収
業
者
に
よ
る
回
収
処
理
を

行
な
い
、
10
月
29
日
全
て
の
流
木
処
理
を
終
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

３　

高
江
地
区
排
水
樋
管
の
管
理
に
つ
い
て

　

８
月
22
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
の
台
風
９
号
に
よ

る
災
害
発
生
時
に
、
町
の
樋
管
管
理
が
原
因
で
放
牧

地
が
冠
水
す
る
被
害
を
受
け
た
と
の
こ
と
か
ら
、
被

災
農
家
か
ら
損
害
賠
償
請
求
の
意
思
が
示
さ
れ
て
い

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
11
月
７
日
付
け
に
て
、
被
災
農
家
が
依

頼
し
た
弁
護
士
か
ら
町
に
対
し
、
弁
護
士
が
代
理
人

と
な
り
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
受
任
通
知
が
送
付
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
ま
し
て
町
は
、
11
月
８
日
に
町
村
会

顧
問
弁
護
士
に
対
し
、
正
式
に
本
件
の
解
決
を
依
頼

す
る
意
思
を
伝
え
、
11
月
９
日
付
け
に
て
、
委
任
契

約
を
締
結
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
双
方
の
弁
護
士
が
法
律
に
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
損
害
賠
償
請
求
額
な
ど
の
精
査
を
し
、
本

件
の
決
着
を
目
指
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
が
、
被
災
農
家
に
対
し
ま
し
て
は
、
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
、
誠
実
に
対
応
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

４　

Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど

　
「
Ｊ
Ｒ
日
高
線
沿
線
自
治
体
協
議
会
」
の
第
６
回

目
と
な
る
会
議
が
、
去
る
11
月
７
日
に
開
催
さ
れ
、

Ｊ
Ｒ
日
高
線
を
持
続
的
に
維
持
す
る
た
め
の
費
用
負

担
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
正
式
に
提
案

の
あ
っ
た
、
沿
線
自
治
体
の
費
用
負
担
13
億
４
千
万

円
ま
た
は
、
上
下
分
離
方
式
に
つ
い
て
、
協
議
会
前

に
各
町
の
考
え
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
各
町
と
も
同

様
の
考
え
方
で
あ
り
ま
し
た
の
で
私
が
代
表
し
て
、

費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
で

将
来
に
わ
た
っ
て
多
額
の
金
額
を
負
担
し
続
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
。
ま
た
、
上
下
分
離
方
式
に
つ

い
て
も
、
線
区
が
長
く
老
朽
化
し
て
い
る
施
設
を
保

有
し
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
旨
を
正
式
に
回
答

い
た
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
と
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
提
案
に
対
す

る
沿
線
自
治
体
の
回
答
を
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
持
ち
帰

り
、
鉄
道
事
業
者
と
し
て
の
責
任
あ
る
対
応
を
次
回

の
協
議
会
で
示
す
こ
と
を
求
め
閉
会
し
ま
し
た
。

５　

日
高
自
動
車
道｢

厚
賀
静
内
道
路｣

に
つ
い
て

　

厚
賀
静
内
道
路
は
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡

充
に
よ
る
近
隣
都
市
間
の
連
絡
機
能
の
強
化
を
図

り
、
地
域
間
交
流
の
活
性
化
や
国
際
拠
点
港
湾
苫
小

牧
港
、
拠
点
空
港
新
千
歳
空
港
な
ど
へ
の
物
流
効
率

化
な
ど
の
支
援
を
目
的
に
、
厚
賀
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
（
仮
称
）
か
ら
静
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）

に
至
る
15
㎞
の
区
間
で
、
設
計
速
度
80
㎞/

ｈ
、
道

路
幅
員
13
・
５
ｍ
、完
成
２
車
線
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
の
進
捗
状
況
で
す
が
、
平
成
25
年
度
か
ら
新

厚
別
川
橋
下
部
工
事
な
ど
が
着
工
さ
れ
、
そ
の
後
、

大
狩
部
橋
下
部
工
事
、
節
婦
川
橋
下
部
工
事
な
ど
が

順
次
着
工
し
、
本
年
10
月
１
日
に
は
大
狩
部
ト
ン
ネ

ル
工
事
が
発
注
と
な
り
、
工
期
は
平
成
33
年
３
月
ま

で
の
４
年
半
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
工
事
に
つ
い
て
は
長
期
間
に
及
び
、
か

つ
多
数
の
工
事
関
係
者
が
当
町
に
滞
在
す
る
こ
と
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
内
経
済
の

活
性
化
に
寄
与
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
考
え
の
も

と
、
去
る
11
月
２
日
に
新
冠
町
商
工
会
長
と
共
に
工

事
受
注
先
の
Ｊ
Ｖ
企
業
へ
赴
き
、
町
内
に
お
け
る
物

資
な
ど
の
購
入
や
飲
食
店
、
宿
泊
施
設
な
ど
の
積
極

的
な
利
用
に
つ
い
て
、
お
願
い
し
て
参
り
ま
し
た
。

６　

平
成
27
年
国
勢
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

北
海
道
全
体
で
は
、
平
成
22
年
の
前
回
調
査
と

比
較
し
、
人
口
は
２
・
３
％
、
12
万
４
６
８
６
人
減

少
の
５
３
８
万
１
７
３
３
人
、
世
帯
数
は
０
・
８
％
、

２
万
４
９
３
世
帯
増
加
の
２
４
４
万
４
８
１
０
世
帯
と

な
っ
て
お
り
、
人
口
が
増
加
し
た
自
治
体
は
、
札
幌

市
な
ど
４
市
４
町
の
計
８
団
体
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
高
管
内
で
は
、
前
回
調
査
と
比
較
し
て
、
人
口

は
８
・
４
％
、
６
３
０
６
人
減
少
の
６
万
９
０
１
５

人
、
世
帯
数
は
４
・
１
％
、
１
３
２
６
世
帯
減
少
の

３
万
１
１
５
３
世
帯
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
で
は
、前
回
調
査
と
比
較
し
、人
口
は
３
・
２
％
、

１
８
３
人
減
少
の
５
５
９
２
人
、
世
帯
数
は
０
・
７
％
、

17
世
帯
増
加
の
２
４
０
５
世
帯
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
道
１
７
９
市
町
村
の
増
減
率
順
は
、
増
加
し
た
８

団
体
を
含
め
、
当
町
は
21
番
目
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

７　

道
内
町
村
（
広
域
）
と
東
京
23
区
と
の
連
携
・

　
　

交
流
に
つ
い
て

　

本
年
４
月
26
日
に
北
海
道
町
村
会
と
東
京
23
区
で

構
成
す
る
特
別
区
長
会
は
、
東
京
都
内
で
「
連
携
協

定
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
、
特
別
区
長
会
と
北
海
道
町
村
会
が
多

面
的
な
連
携
・
協
力
を
推
進
し
、
地
方
創
生
の
新
時

代
に
向
け
て
、
東
京
23
区
と
道
内
町
村
（
広
域
）
が

共
に
発
展
・
成
長
し
な
が
ら
共
存
・
共
栄
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
日
高
町
村
会
と
し
て
連
携
・
交
流

区
を
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
文
京
区
で
は
、
明
治

時
代
ゆ
か
り
の
文
豪
で
あ
る
夏
目
漱
石
や
樋
口
一
葉

な
ど
を
縁
と
し
た
都
市
と
の
交
流
、
区
内
の
19
大
学

と
の
連
携
な
ど
、
歴
史
・
伝
統
・
文
化
に
育
ま
れ
た

区
と
し
て
、
文
の
京
と
し
て
町
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
町
長
会
議
で
検
討
の
結
果
、
文

京
区
に
連
携
・
交
流
を
打
診
す
る
こ
と
と
な
り
、
結

議　会
-第４回定例会 -

　12月13日に招集された第４回定例町議会は、

16日、全日程を終えて閉会しました。

　定例会では、町長、教育長の行政報告のほか、

補正予算などが審議されました。町長と教育長

の行政報告(抜粋）についてお知らせします。

町
長
行
政
報
告

果
、
日
高
町
村
会
７
町
と
文
京
区
が
今
後
、
連
携
・

交
流
を
推
進
す
る
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

８　

平
成
28
年
給
付
金
事
業
の
支
給
結
果

　

今
年
度
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
臨
時
福
祉
給
付

金
は
３
千
円
、
低
所
得
の
高
齢
者
向
け
の
給
付
金
及

び
低
所
得
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
の

給
付
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
３
万
円
の
支
給
額
を
も
っ
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

支
給
結
果
で
す
が
、
臨
時
福
祉
給
付
金
は
支
給
対

象
者
１
２
２
８
人
に
対
し
、
１
１
２
４
人
の
方
が

支
給
を
受
け
、
支
給
総
額
３
３
７
万
２
千
円
、
支

給
率
91
・
５
％
と
な
り
ま
し
た
。
低
所
得
の
高
齢

者
向
け
の
給
付
金
は
、
支
給
対
象
者
７
１
７
人
に
対

し
、
７
０
８
人
の
方
が
支
給
を
受
け
、
支
給
総
額

２
１
２
４
万
円
、
支
給
率
98
・
７
％
で
あ
り
、
ま
た

低
所
得
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
の
給

付
金
に
つ
い
て
は
、
支
給
対
象
者
74
人
に
対
し
、
74

人
の
方
が
支
給
を
受
け
、
支
給
総
額
２
２
２
万
円
、

支
給
率
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

９　

独
身
産
業
後
継
者
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
開
催
結
果

独
身
の
産
業
後
継
者
を
対
象
と
し
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト

「
婚
活
ツ
ア
ー
in
に
い
か
っ
ぷ
」
を
10
月
１
日
か
ら

２
日
に
か
け
、
１
泊
２
日
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
農
業
者
６
名
、
漁
業

者
１
名
、
商
工
業
者
３
名
の
合
計
10
名
の
男
性
後
継

者
と
、
女
性
は
町
内
か
ら
の
参
加
者
１
名
を
含
む
17

名
が
参
加
し
、
男
性
後
継
者
が
企
画
し
た
ピ
ー
マ
ン

平成28年度一次産業の概況
農産部門

品　　名 区　　分 単位 平成 27年度 平成 28年度 前年対比

水稲

収　　量 kg 666,750 574,200 △ 92,550

販売金額 円 125,901,406 119,872,924 △ 6,028,482

販売単価 円 /kg 188.8 208.8 20.0

そ 菜 計 販売金額 円 747,668,389 775,844,415 28,176,026

そ菜の内

ピーマン

収　　量 kg 1,603,274 1,811,673 208,399

販売金額 円 635,814,144 664,287,620 28,473,476

販売単価 円 /kg 396.6 366.7 △ 29.9

畜産部門

品 種 別 区　　分 単位 平成 27年度 平成 28年度 前年対比

サラブレッド

売却頭数 頭 247 247 0

売 却 額 千円 1,109,840 1,397,736 287,896

１頭当平均売却額 千円 4,493 5,659 1,166

売 却 率 ％ 61.0 62.5 1.5

品　　名 区　　分 単位 平成 27年度 平成 28年度 前年対比

生産乳量
・乳代

乳　　量 ｔ 8,317 8,013 △ 304

乳　　代 千円 728,199 716,179 △ 12,020

肉用牛関係

（黒毛和牛・交雑種）

売却頭数 頭 1,721 1,167 △ 554

売 却 額 千円 986,453 977,583 △ 8,870

水産部門

魚　　種 区　　分 単位 平成 27年度 平成 28年度 前年対比

秋さけ

数　　量 kg 694,243 430,571 △ 263,672

金　　額 円 353,138,611 300,305,680 △52,832,931

㎏当単価 円 /kg 509 697 188

た　こ

数　　量 kg 100,650 124,325 23,675

金　　額 円 48,889,280 55,911,227 7,021,947

㎏当単価 円 /kg 486 450 △ 36

こんぶ

数　　量 kg 9,479 980 △ 8,499

金　額 円 10,923,633 1,081,486 △ 9,842,147

㎏当単価 円 /kg 1,152 1,104 △ 48

収
穫
体
験
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
そ
ば
打
ち
体
験
の
ほ

か
、
町
内
の
観
光
施
設
巡
り
、
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を

通
じ
て
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
男
性
も
当
町
の
紹
介
や
自
ら
の
経
営

の
話
を
交
え
な
が
ら
積
極
的
に
会
話
を
盛
り
上
げ
、

女
性
を
リ
ー
ド
す
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
、
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

10　

平
成
28
年
度
一
次
産
業
の
概
況
に
つ
い
て

　

別
表
の
と
お
り
。

１　

教
育
委
員
の
活
動
に
つ
い
て

　

10
月
６
日
、
日
高
町
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
日

高
管
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
研
修
会
」
に

参
加
し
、
10
月
28
日
に
は
、
教
育
委
員
研
修
と
し

て
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
お
ぞ
ら
」、
節
婦
ほ
ろ

し
り
の
里
を
訪
れ
研
修
し
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
21
日
に
は
、
本
年
第
１
回
目
と
な
り
ま
す

「
総
合
教
育
会
議
」
に
出
席
し
て
お
り
ま
す
。

２　

学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　

就
学
援
助
事
業
に
係
る
新
入
学
用
品
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
に
お
い
て
協
議
い
た
し
ま
し
て
、
入

学
前
に
支
給
で
き
る
よ
う
予
算
計
上
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
４
月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
で
す
が
、
学
力
テ
ス
ト

の
結
果
に
つ
い
て
は
、
右
肩
上
が
り
で
上
昇
し
て

い
た
傾
向
か
ら
、
本
年
度
に
つ
い
て
は
下
降
す
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
結

果
を
重
く
受
け
止
め
、
学
校
改
善
プ
ラ
ン
を
改
訂
、

長
期
休
業
中
の
補
充
学
習
の
実
施
を
各
学
校
で
行

う
よ
う
指
導
し
、
新
冠
町
こ
ど
も
塾
の
開
設
、
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
保
護
者
説
明
会
の

開
催
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
16
日
新
冠
小
学
校
に
お
い
て
「
新
冠
小
学

校
実
践
発
表
会
」
24
日
に
は
朝
日
小
学
校
に
お
い

て
「
朝
日
小
学
校
教
育
実
践
発
表
会
」
と
し
て
、

管
内
規
模
の
公
開
研
究
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
継
続
的
な
実
施
が
で
き
る
よ
う
、
積
極

的
な
支
援
を
し
て
参
り
ま
す
。
体
力
向
上
の
取
り

組
み
と
し
て
、
本
年
度
は
更
に
向
上
を
目
指
し
、

体
力
調
査
の
結
果
が
全
国
、
全
道
レ
ベ
ル
よ
り
も

上
回
っ
て
い
る
安
平
町
早
来
小
学
校
へ
体
力
向
上

推
進
委
員
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

３　

認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
の
教
育
・
保
育

　

10
月
15
日
、
０
～
２
歳
児
を
対
象
に
「
ミ
ニ
ミ
ニ

運
動
会
」
を
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
た
。
多
く
の
家
族
、
保
護
者
の
参
加
の
も
と
大

き
な
行
事
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
ド
レ
ミ
園
お

ゆ
う
ぎ
会
で
は
、
本
年
度
は
遊
戯
、
器
楽
演
奏
、

歌
に
加
え
、
音
楽
に
合
わ
せ
た
縄
跳
び
な
ど
、
体

育
の
取
り
組
み
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
で
は
「
講
演
・
子
育

て
コ
ー
チ
ン
グ
」
と
し
て
、
町
内
在
住
の
絵
本
セ
ラ

ピ
ス
ト
を
講
師
と
し
て
招
き
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

４　

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　

本
年
度
は
、
交
流
先
で
あ
り
ま
す
沖
縄
県
金
武

町
中
川
区
子
ど
も
会
の
北
海
道
研
修
の
年
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
明
年
、
１
月
７
日
か
ら
８
日
の
日
程

で
、
引
率
を
含
め
総
勢
33
名
の
研
修
団
の
来
町
が

決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

受
け
入
れ
は
、
昨
年
度
の
研
修
生
と
保
護
者
を

中
心
に
し
た
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
夕
食
を
と

り
な
が
ら
の
交
流
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

教
育
長
行
政
報
告

こども園のミニミニ運動会


